
 

 障がい者の「親亡き後」を見据えた支援について  
令和元年度の協議内容  将来の不安から具体的な課題を抽出し、解決策を検討する 

⇒次期計画への具体的な方策の掲載を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題３】 

障がいのある人が、地域で生活していくために必要なものは何か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢な親（80代） 

障がいのある子（50 代） 

市や関係機関とのつながりはありますか？ 

はい 

高齢福祉関係 障害福祉関係 

【課題１】 

支援が必要な家庭をいかに把握するか 

⇒地域包括支援センター 

 民生委員（高齢者実態調査） 

 ひきこもり支援センター 

 かかりつけ医 

いいえ 

障害者手帳は持っていますか？ 

障害福祉サービスは使っていますか？ 

障害福祉サービスを利用することで、障がいのある方がひとり暮らしできますか？ 

はい 

いいえ 

【課題２】 

必要なサービスを受けられるようになるまで、いかに支援するか 

・障害者手帳を持っていない場合 

⇒障がいの受容、身体手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳の取得 

・障害者手帳を持っている場合 

⇒実態調査、必要なサービスの精査 

いいえ 

理由はどうしてですか？ 

はい 

いいえ 

【課題４】 

いかに地域での生活を維持するか 

サービスの利用継続、加齢に伴うサービスの見直し、

介護保険制度へのスムーズな移行（65歳到達以降） 

 

はい 
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令和元年度：課題抽出
令和２年度：静岡市障がい者共生のまちづくり計画への位置づけ
令和３年度：具体的な対応策の検討
令和４年度：令和元年度の課題抽出内容を基に、8050ハンドブックの作成等
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